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１．はじめに 

東京地下鉄 13 号線戸山工区単線シールドは，西早稲田駅と東新宿駅間のトンネルを，単線シールドをＵ

ターン並列施工で築造する。ＮＴＴとう洞（φ 2,850mm）をはじめとする重要地下埋設構造物が施工箇所直

上にあり，また，水位がシールド断面スプリングライン上方にある事が確認されていることから，マシンの

引出しに於いてより確実な対策・工法が必要であった。本文は，その施工結果について報告するものである。 

２．工事概要 

（１）現場位置 

戸山工区は，明治通リ下の西早稲田駅から東新宿駅間 531ｍをセグメント外径 6,600mm の単線シールドを

並列で築造するものである。 

 
（２）地質概要 

シールド施工位置において対象となる地層は，下方部においては，上総層砂質土（Kas1）が分布し，上方

においては，砂礫を主体とする東京層礫・礫質土層（Tog）が分布している。西早稲田駅抜出し部の地質は，

天端の一部粘土層以外は，均等係数の小さい上総層砂質土となっており，出水による危険度は高い。 

 
３．シールド機抜出しの施工方法 

 シールド機抜出しの手順としては，当初ゴムチューブ式抜出し防護設備だけで考えていたが，前述の

とおり，同種工事にてトラブルが発生していることから，より安全で確実な対策をとることとした。し 
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図-2 地質縦断図 

図-1 施工箇所平面図 
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かし，工期・場所の都合上，シールド機全体を水中到達する訳には

いかず，追加の対策として，地下水位低下工法にて地下水位をシー

ルド機下半以下まで下げることと，ゴムチューブ式抜出し防護設備

に注水・加圧できるまでのシールド機の推進区間に，円柱半割形状

ドック式の半水中到達設備を設置することとした。                                   

（1）地下水位低下工法 

事前計測でシールド断面のスプリングラインより上方に地下水位

が確認された為，シールド抜出しに影響のない下方まで地下水位を

下げる目的で，開削工区で使用の既存ディープウェル設備を真空型

のスーパーディープウェル設備に設備替えを行った。設備稼働の結

果， 1m 程度の地下水位低下を確認できたが，上部東京 

礫層の被圧水が到達部土留壁を伝わって供給され、当初目標の 

シールド下半以下までの水位低下はできなかった。               

（2）半割ドック式半水中到達設備 

地下水位がシールド断面スプリングライン付近まで確認され

たことから，ゴムチューブ式抜出し防護設備に注水及び加圧の

行える位置（カッター，同時注入管保護ビットが通過）にシー

ルド機が推進するまでの区間，円柱半割形状の水張りドックを

設置して滞水し，半水中到達を行った。 

（3）ゴムチューブ式抜出し防護設備 

シールド機が所定の位置まで推進したら，ゴムチューブに注水

及び加圧を実施し，シールド機が完全に抜出し，仮セグメントに

ゴムチューブが完全にかかり確実に加圧できるまで慎重にシール

ド機の推進及びゴムチューブの圧力管理を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

４．まとめ 

 地下水位低下については，位置関係もあり想定より効果が 

低かったが，半割ドックの滞水内に推進時も地下水の流入はなく， 

ゴムチューブ加圧後の抜出しに際しては，ほとんど出水も無く無事抜出しを完了した。 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 施工フロー図 

図-5 施工状況断面図（ドック内推進前） 

図-4 地下水位低下工法概要図 

図-8 実施工程表 

図-6 施工状況断面図（ドック内推進完了） 

図-7 施工状況断面図（シールド機抜出し完了） 
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